
第 15期第４回 長野市緑を豊かにする委員会 会議録 

 

開催日時 令和６年 12月 18日(水) 午後１時 30分から 

開催場所 長野市役所第二庁舎 10階 202 

委員出席者 委員 10名（欠席 4名） 

傍聴者 報道機関１名 

事務局出席者 都市整備部長他公園緑地課職員９名 

公開・非公開 公開 

次第 会議次第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 長野市あいさつ 

４ 報告事項 

  茶臼山動物園再整備事業の実施状況について 

  城山公園再整備事業の実施状況について 

  令和 7年度ながの花と緑大賞について 

５ その他 

６ 閉会 

 

 

 

 

 

 



報告事項 

 

【要旨】 

１）茶臼山動物園再整備事業の実施状況について 

資料に基づき、事務局説明 

 

（委員長）秋頃、茶臼山動物園へ行きましたが、先ほど事務

局の説明で来場者のターゲットを大人にしていきたいと

もありましたが、園内に飲食の場がない。子どもと来て

１日遊ぼうと思ってもお昼を食べるところがない状況。

ターゲットを家族や大人にしたいという割には１日遊べ

る状況ではないと感じた。隣に恐竜公園もあり、植物園

もあって１日楽しめる場所であるのに何もない。東口公

園のコメダ珈琲のような飲食店があると植物園や恐竜公

園にも足が向いて１日遊べるのかなと思った。 

   また、モノレール乗り場は老朽化が進んでいて暗い感

じがした。建物中には蝶の標本があって興味のある子に

はいいのだが、少し暗い印象がありました。 

   マスコミ対応について、全国ネットの番組に取り上げ

てもらうとか芸人さんが来て紹介するとかできればい

い。もったいない。 

   城山公園にも売店や休憩場所がなく同じことが言え

る。 

 

（事務局）今、いただいたご意見は多くの方からいただいて

いる。せっかく広大な施設があるのにうまく連携してい

ない。現在、「長野市こども“のびのび”ビジョン」の

中で、公園機能の充実を掲げている。その中で、茶臼山

の園内の移動をどのように円滑化していくか、動物園、

恐竜園のネットワークをどう考えるか検討している。今

後、具体的に方策を考えていきたい。 

   また、飲食店についても、植物園はとても眺望のいい

場所であるので今後、指定管理者と話し合いながら飲食

施設設置に向けて検討し取り組んでいきたい。 

 

（委員）茶臼山も城山も交付金事業でＫＰＩを設定して評価

をしていると思うが、根拠は何か。交付金を使って事業

展開したことで何をもってよしとするのか。我々がいう



ＫＧＩ（キーゴールインジケーター）は設定されている

のか。 

  そもそもの目的、目標値があってそれを達成するために

ＫＰＩがあるのだが、そのＫＧＩはどのように設定され

ているのか教えてほしい。端的に言うと、交付金をいく

らもらったか、もらった交付金に対して利益を何パーセ

ント回収できるか、もしくは、それ以上取って黒字化す

るとかそういう大目標が１つ設定されると思う。それを

実現するために、それぞれの事業のパフォーマンスを評

価すると思うが、それがないとなかなか事業全体の評価

にならない。その辺の根拠がなければ設定するべき。 

 

（事務局）現状ではＫＧＩは設定していない。内閣府の地方

創生という観点から交付金により将来的には自立してい

くという大きな目標はある。動物園という事業の観点か

ら料金の設定が低く、料金収入が低いため運営に関わる

経費等も補えない状況である。自立までは難しいが、 

子ども達に動物の環境学習ができる場として提供する事

に重きを置いている。費用だけでは計れないところで 

地方創生を達成するという目標になっている。 

 

（委員）我々、民間企業と違って黒字化する必要はないかも

しれないが持続可能でなくては意味がない。交付金だけ

で自立できなくても利益や税収を組み込むことで持続可

能になるというのも 1 つのＫＧＩだと思う。そういう 

クロスポイントを設定しておかないといつまでたっても

交付事業から離れられない。そのゴールを設定しておか

ないといくらＫＰＩを設定してもそれがいいのか悪いの

かわからない。内閣府はそこまで求めていないかもしれ

ないが、市の事業としてはそういう考え方が必要と思

う。 

 

（事務局）内閣府から事業計画上求められているのはこの 

ＫＰＩをモニタリングすることとなっている。現在、 

クリアしていてもモニタリング終了後、それが持続でき

るような施設となっているよう今後の工程をしっかり検



討していく。 

 

２）城山公園再整備事業の実施状況について 

  事務局より説明 

 

３）令和７年度の「ながの花と緑大賞」について 

  事務局より説明 

 

 （委員長）皆さん、今年の審査の時期はいかがだったでしょ

うか。私は良かったと思う。 

 （事務局）昨年度までは審査の時期が花が散ってしまう時期

だったということで早めましたがいかがでしたか。 

 

 （委員）募集期間と審査のタイムラグが一番問題になってい

たが去年並みで良い。だいぶ改善されていいタイミング

で見に行けている。 

関連事業で「わたしのはなとみどり」の写真を募集した

が、市への提出はデータと写真本体の両方で良いのか。 

 

（事務局）どちらでも結構である。 

 

（委員）サイズの指定はあるのか。 

 

（事務局）市では容量が大きいと受け取れない。チラシの 

裏面にも記載している写真のデータは５メガバイトまで

とお願いしている。 

 

 


